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	１　法人の概要
	２　農地法第２条第３項第１号関係
	３　農地法第２条第３項第２号関係
	(1) 農業関係者(権利提供者、常時従事者、農作業委託者、農地中間管理機構、地方公共団体、農業協同組合、投資円滑化法に基づく承認会社等)
	(2) 農業関係者以外の者((1)以外の者）
	構成員であることを証する書面として、組合員名簿又は株主名簿の写しを添付してください。　なお、農業法人に対する投資の円滑化に関する特別措置法（平成14年法律第52号）第５条に規定する承認会社を構成員とする農地所有適格法人である場合には、「その構成員が承認会社であることを証する書面」及び「その構成員の株主名簿の写し」を添付してください。
	４　農地法第２条第３項第３号及び第４号関係
	(1) 理事、取締役又は業務を執行する社員全ての農業への従事状況
	(2) 重要な使用人の農業への従事状況
	（(2)については、(1)の理事等のうち、法人の農業に常時従事する者（原則年間150日以上）であって、かつ、必要な農作業に農地法施行規則第８条に規定する日数（原則年間60日）以上従事する者がいない場合にのみ記載してください。）

